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患者数は平成 23 年 10 月調査で 54.8（千人）であっ
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2) 文教学院大学保健医療技術学部　Bunkyo Gakuin University Faculty of Health Science Technology　 




木村幸代 1）　本田優子 1）　五十嵐愛子 2）　加瀬昭彦 3）
Practice of “Recovery Seminar” for the People with Mental Illness  
---- Evaluation of the Narrative of the Participants ----




向があった。実施期間は 2015 年 5 月～ 2016 年 6 月で、基本的に月 2 回、1 回 2 時間のクローズド

























































































　実施期間は 2015 年 5 月～ 2016 年 6 月で、基




























バリーゼミ」開始時（2015 年 6 月）、中間（2016
年 1 月）、終了時（2016 年 7 月）に評価した。RAS
とは日本語版リカバリーアセスメントスケール
で、自分自身の人生についてどのように感じてい
るかを 24 項目について 5 段階評価を行い、最低















































































　表 1 に RAS の変化の一覧を示す。全体の平均






























A 氏（女性） 65 90 97 ＋ 32
B 氏（女性） 84 74 89 ＋ 5
C 氏（男性） 85 82 77 － 8
D 氏（男性） 76 81 107 ＋ 31
E 氏（男性） 68 82 79 ＋ 11




























































































































































































































































































… … … http//www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/kanja/
10syobyo/dl/h26syobyo.pdf…(2016 年 9 月閲覧 )












　吉見明日香 ,… 加瀬昭彦 ,… 木村幸代 (2014).… 疾病管理
とリカバリー…(Illness…Management…and…recovery:…





1) 創価大学看護学部　Soka University Faculty of Nursing 
2) 創価大学保健センター　Soka University Health Care Center
〈実践報告〉




Program Evaluation of Public Health Education Using Active Learning  
in Nursing Education (Second Report)
Yuki IMAMATSU 1)  Mie FUJITA1)  Fumiko YOKOYAMA 1)  Mikiko OKUYAMA1)
Satomi ANDO 2)  Yuriko AZUMA2)  Takako WATANABE 2)  Mai YOSHIBA 2)
Masahito NEMOTO 2)
　本研究は、Ａ大学看護学部の看護基礎教育で実施された Active Leaning の手法を用いた公衆衛生学の
演習プログラムの 2 年目の取り組みを記述し、学生が捉えた公衆衛生学を学ぶ意義と看護職が禁煙対策
に取り組む意義の 2 つを明らかにすることを目的とした。対象は、2015 年度Ａ大学看護学部の学士課















































　2 年目の公衆衛生入門は、全 8 回の授業のう
ち、演習を 6回取り入れた。ただし、公衆衛生の
基礎知識を学ぶための講義も非常に重要であるた
め、演習 4回は 90 分の授業時間のうち、45 分を






































　2 年目の公衆衛生入門の授業は、2015 年 9 月
16 日～ 11 月 4 日まで週に 1 回、計 8 回、実施し
た。そのうち、演習は第 1・3・4・5・7・8 回の


















































業時間 90 分に対し、残りの 30 分は調査報告書を
記載する時間として割り当てた。大学の門周辺に










































































































　2 年目の公衆衛生入門の全 8 回の授業終了後




























喫煙者 30 分～ 1時間程度のインタビュー























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金川克子 ,…田高悦子編 (2011).…地域看護診断…第 2 版 .…東
京：東京大学出版会．






える看護」,…10 月 30 日 ,…2015 年．



















1) 創価大学看護学部　Soka University Faculty of Nursing
〈実践報告〉
大学生に対する構成的グループ ･ エンカウンターとピア ･
カウンセリングを用いた授業による学生の心理的変化
片岡優華 1）　二村文子 1）
Psychological Changes of Undergraduate Students before and after Taking a Course with 
Structured Group Encounter and Peer Counseling
Yuka KATAOKA 1)  Fumiko NIMURA 1)









キーワード：大学生、構成的グループ ･ エンカウンター、ピア ･ カウンセリング、心理的変化 
























































































践（5～ 10 回）」「3. 自分の夢の実現に向けた自己・

































































いた尺度（得点範囲は 10 ～ 40 点）であり、得点
が高いほど自尊感情が高いことを示す。
3) 一般性 self-efficacy（自己効力感）

















































均得点では、2・3年生は受講前 6.1 点、受講後 2.9












度の平均得点は、受講前 27.8 点、受講後 29.3 点で
あり、受講後の方が上昇していたが、有意差は認
められなかった（p=.053）。学年別にみた平均得点
では、2・3 年生は受講前 28.8 点、受講後 30.2 点
であり、4年生は受講前 26.5 点、受講後 28.0 点で
あった。また、受講後の自尊感情尺度得点が上昇






感尺度の平均得点は受講前 9.3 点、受講後 10.6 点
であり、受講後の方が上昇していたが、有意差は
認められなかった（p=.062）。学年別にみた平均得
点では、2・3 年が受講前 9.0 点、受講後 11.7 点で
あり、4年生は受講前 9.7 点、受講後 9.1 点であっ
た。また、受講後の自己効力感尺度得点が上昇し






































受講前 5.61 2.83 4.20 - 7.09 6.00 8.02 1.00 - 13.00 4.25
0.040 ＊
受講後 3.94 3.8 2.05 - 5.83 6.00 14.41 1.00 - 18.00 3.00
自尊感情
受講前 27.75 4.73 25.39 - 30.10 26.50 22.42 19.00 - 37.00 6.50
0.053 ns
受講後 29.25 5.45 26.53 - 31.96 29.50 29.77 21.00 - 38.00 8.25
自己効力感
受講前 9.33 2.66 …8.01 - 10.65 10.00 7.06 4.00 - 13.00 4.25
0.062 ns






































































































感情がやや高い”状態（26 点～ 29 点）であった。
これは、大学 1・2 年生 150 名を対象とした調査
報告（豊田ら ,…2004）が示している自尊感情尺度
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Educational Report of Nursing Students’ Competencies Required for Puerperal Care in the 
Basic Nursing Education




院実習での看護実践に対して、その学習達成度を評価した。演習は 75 名、実習は 76 名の学生
を対象に、3 段階尺度による評価をした。
【結果】小テストの産褥期の看護の問題は、約 7 割が 80％以上の正答率であった。「実習に向けた自己学
習」は、受講後の方が受講前に比べ有意に得点が高かった (p<.05)。演習・実習の評価では、「で

























































































































えた自作の小テストを計 10 回（各回 5問）実施し
た。そのうち、産褥期の看護に関する問題は合計
13 問で、国家試験出題基準の産褥期に関する 7項









































































































　小テストは 76 名、講義アンケートは受講前 78







正答率を表 2 に示した。正答率が 80％以上の問
















退行性変化 1 92.4 92.4
進行性変化 1 51.5 51.5
褥婦の心理 2 80.9 98.5 89.7
褥婦の日常生活とセルフケア 2 95.5 99.2 97.4
親役割への支援 2 93.4 67.6 80.5
周産期の異常と看護（産褥の異常と看護）
帝王切開術後 3 94.1 60.0 77.0 77.0
死産、障害をもつ新生児を出産した親 2 100.0 100.0 100.0
全………体 13 　 84.1
表3　受講前後での学生の評価（母性看護援助論Ⅰ）
項目…注1) 時期 n median mean SD 割合(％)…注2) p値…注3)
実習への意欲
受講前 78 4.0… 4.06 0.84 82.1
n.s
受講後 76 4.0… 4.03 0.86 77.6
実習に向けた自己学習
受講前 78 2.0… 1.85 0.79 3.8
p<.05
受講後 76 2.0… 2.24 1.04 14.5
講義での学習を実習に役立て
たい
受講前 78 5.0… 4.85 0.40 98.7
n.s











































表4　褥婦の診察技術に対する学生の他者評価（演習）      n=75
評価項目 1:努力が必要
2:大体












































































































































































識）」（86.5%）以外の 15 項目で 9割を超えていた。
同様に教員の評価では、「評価に基づく看護計画
の修正」（86.9％）、「看護実践の評価」（88.2％）以





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































p.149,…p.218).…東京 : 医学書院 .











増山純二 (2013).… ID に基づいたシミュレーション教育の
取組み .…看護教育 ,…54(5),…pp.374-381.




























































































１．この規定は、平成 26 年 9 月 12 日から施行する。











和文原稿 原稿枚数（40 字× 36 行） 和文抄録字数 英文抄録語数
総説 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
原著 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 300 語以内
研究報告 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
実践報告 14,000 字以内 9頁 400 字以内 不要
資料 14,000 字以内 9頁 400 字以内 不要
その他 14,000 字以内 9頁 不要 不要
表２　英文投稿における様式
英文原稿 原稿枚数（１頁 900 語程度） 英文抄録語数
総説 5,000 語以内 5～ 6頁 300 語以内
原著 5,000 語以内 5～ 6頁 300 語以内
研究報告 4,000 語以内 4～ 5頁 300 語以内
実践報告 3,000 語以内 3～ 4頁 300 語以内
資料 3,000 語以内 3～ 4頁 300 語以内
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平成 28 年度　創価大学看護学部紀要　第 2 巻




〒 192 － 8577　　東京都八王子市丹木町 1－ 236




　創価大学看護学部は 2017 年 4 月で開学部 5年目を迎え、この 3月には初めての卒業生を送り出すこと
ができました。看護学部の発展とともに紀要の投稿数の増加、研究の推進を願うばかりです。
　皆様のご助言・ご指導により一層の教育・研究の役割を担えますよう、本誌が発展できることを願って
おります。
編集委員長　　五十嵐　愛子

